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二〇〇〇年前後、中国では「村上春樹熱」が巻き起こっ
た。流行した村上春樹作品の中、 『ノルウェイの森』が一番広く読まれているが、興味深いことに、小説の特徴とヒットする理由を研究者の論文と一般読者の書評にそれぞれ求めると、両者の説には相違がよく見られる。今までの受容研究には、一般読 に向けて確実な調査を展開した研究は極めて少なく、その上、時代の変容を察しないまま、社会背景への概観から述べる従来の論を受け継ぐものが多い。そ いずれ問題も、村上春樹作品 受容 対する研究者の捉え方と一般読者の実際の受容と 間にギャップを生じたと思われる。特に、近年においては作品への読みにいかなる変化 生じたのかに関する論が不足しており 研究 余地が見られる。　
以上のように、村上春樹作品の受容像を正しく把握するに
は、一般読者向けの読書調査を自ら行う必要がある。本論では、中国で多く読まれる『ノルウェイの森』を中心 、村上作品が受容される理由と実態を改めて探究した。まず、こまで展開された受容研究を年代順に見直し これら 受容論にある時代意識の欠如という問題点を挙げ、 『ノルウェイ森』を読む一般読者を「第一世代」 「第二世代」 「第三世代」として見ることを提示し 。その上で、 三 となる
若者読者層の登場に着目し、 「豆瓣
」（1
（
ユーザーを対象にネッ
ト上の書評収集とアンケート配布をし、第三世代なりの新しい受容像及びそれを作り出した受容要因を考察した。さらに本論は、 「村上春樹熱＝『ノルウェイの森』熱」という説が今でも成立するか、村上春樹の作品がまだ流行 ているかという二つの問題にも注目した。村上春樹の作品がまだ流行ていると肯定できる一方、現在では「村上春樹熱＝『ノルウェイの森』熱」説が でに通用しなくなり、読者が若齢化していることを明らかにした。
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はじめに
　
二〇〇〇年前後、中国大
陸
（2
（
で強烈な「村上春樹熱」 （村上春樹
ブーム（が起こった。それから十数年が経ち、そのブームに注目して行われてきた村上春樹の中国における受容像の研究も様々な面で展開されてきた。多様な切り口のなか、受容の要因
―
なぜ中国で
「村上春樹熱」が生じたのかという疑問に焦点を絞ると、その理由も一見明らかになったように見える 例として、急速な 済発展に伴い、都市部に「小資」 プチブル
（
や「白領」 （ホワイトカラー（
といった若い世代が登場し、作品に溢れる孤独、空虚 喪失などの感覚への彼らの共鳴が村上春樹ブームを巻き起こした理由の一つとなる。　
しかし、改めて考えると、今まで考察されてきた受容像には疑問
がある。まず、受容に関する論を見渡すと 「孤独」 「空虚」 「喪失」などのキーワードは三〇年近く経ってもあまり変わらず、一貫した論調で築かれてきたように見える。また、先 研究の中 は 作品の中国語訳や社会背景への概観から論を展開する学者が多数いるが、一人一人の一般読者に向けて確実な調査を行ったのは林少華
（3
（
、
王海藍 徐子怡の三人しかいない。あえて言えば、その三人の論を除けば今まで考察されてきた村上春樹 像はあく でも研究者中にあるものであり、一般読者の声を代弁するものとは言えない。
さらに、調査方法に着目すると、上記の三人ともアンケートを用いるが、回答者自らの声は多様であるはずなのに、短い回答時間の中、調査票の選択肢によって一方的に意識を導かれることは免れない。結局は調査者の考える受容像の中に制限されてしまいがちであり、調査が一面的になってい 。　
本論は、これらの問題点への改善とより適切な調査方法の試行を
求め、研究対象を主に「第三世代」という限られた一般読者層 絞りたい。受容の要因に着目し、 ぜ今でも村上春樹は中国で広く読まれるのかについて、 『ノルウェイ 森』を中心に考察を行っていく。具体的には これまで展開された受容論を踏まえた上 、読者向けのアンケート配布及び書評収集を展開し、それらの情報をもとに受容さ 理由を探る流れになっている。
第一章
　
受容論としての先行研究
　
日本の場合、現時点で中国における村上春樹の受容をテーマとし
た論文は二○本
（4
（
前後しかないが、研究書として左記の五冊が挙げら
れる。　
 柴田元幸（ほか（編『世界は村上春樹をどう読むか』文藝春秋、二○○六年一○月
　
 藤井省三『村上春樹のなか 中国』
　
朝日選書、二○○七年七月
　
 藤井省三編『東アジアが読む村上春樹：東京大学文学部中国文学科国際共同研究』
　
若草書房、二○○九年六月
　
 王海藍『村上春樹と中国』アーツアンドクラフツ、二○一二年三月
　
 柴田勝二、加藤雄二編『世界文学としての村上春樹』東京外国語大学出版会、二○一五年二月
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これらの研究は、訳文の問題や、作品の読者に与えた影響に注目
する論が多いが、王海藍にも指摘されたように、受容の要因を巡っての研究は非常に少ない
（（
（
。一般読者の声に耳を傾け、本格的な論説
を展開したの 藤井省三 、徐子怡の三人のみであろう。（徐の論は『中国行きのスロウ・ボート』の受容や村上チルドレンとしての中国人作家の存在 着眼するため、本論では彼女の論に触れない。
（
　
藤井省三は中国における受容の要因について「ポスト民主化運動
の法則」及び「経済成長踊り場 法則」という二つの概念を示した。まず、八九年～九八年の間（藤井による第一次村上ブーム（に適用されたのは「ポスト民主化運動の法則」であった。彼は一九八九年の天安門事件に注目 、事件の翌月に刊行された『ノルウェイの森』を正統な文学（学界では正統な日本文学として公認された
（
やポルノ小説（実際出版ビジネ 上ではポルノ小説として宣伝された（とは別の、 「民主化挫折」 （から癒しを求め （ いう「政治的文脈」の小説へと大転換させた。それに対して、第二次村上ブーム（九八年～（
を推し進めたのは「経済成長踊り場の法則」だった。
九〇年代末期になると、中国は改革開放政策加速後のポスト鄧時代に入り、若者の間 「小資」階層が生まれ、孤独や空虚への癒しを求めるため村上春樹を読み始めたことを、藤井は「経済成長踊り場の法則」だと捉えた。 「東アジア 都市にとって村上春樹の受容現代都市としての成熟度 メルクマールである」と、彼 『村上春樹のなかの中国』の中で指摘した。　
一方で、一一都市にある二二校の大学生を中心に、三千人（有効
回答二六一八人
（
に対するアンケート調査を行った王海藍は、 「村
上春樹熱」には三つ 要因があると『村上春樹 中国 の中で述べた。一つ目の要因として「出版ブーム」が挙げられ、二○○一年ＷＴＯへの加盟に伴い、出版業界 図書市場が大いに発展し、上海訳
文出版社などが『ノルウェイの森』の販売を積極的に推進したことに王は注目した。次に、作品から読み取れるものとして「孤独感」「喪失感」 「性描写」 「デタッチメント」を氏は提起し、作品自身の魅力を二つ目の要因とした。最後に、マスコミ 宣伝や新進作家、映画監督の『ノルウェイの森』への模倣が読者の興味を引いたという「社会的浸透と影響」が三つ目の要因であった。王は最後に、「村上春樹熱」が実は『ノルウェイの森』ブームであったと結論づけた。　
二人の論はともに実証的な調査を元に展開されたもので、客観性
は高いが、藤井の ポスト民主化運動の法則」という説はやや大げさなものであろう。彼から影響 受けたためか、 「天安門事件」を経験した中国人は作品に描かれた全共闘世代の描写から挫折感の共鳴を得たことで作品を愛読したという判断を下す日本の論があるが、当時は事件に関する報道が厳しく規制され、中国では知る人が少数だった。　
中国では、 「村上春樹熱」に触れた研究は日本より多いが、受容
研究の割合は高くはなく、研究書として次 四冊が挙げられる。いずれも受容像への考察をテーマとしているわけではないが、中国で作品が読まれる理由や中日読者の共通点に触れる論があり、決して王の言うように「皆無」ということはない。　
 林少華『村上春樹和他的作品』寧夏人民出版社、 ○○五年五月
　
 楊炳菁『後現代語境中的村上春樹 中央編訳 九九月
　
 林少華『為了霊魂的自由』中国友誼出版公司、二○○九年一 月
　
 尚一鴎『村上春樹小説芸術研究』商務印書館、二○一三年七月
　
その他、非専門的な本が一○冊以 出版され、日本の研究書の翻
1040
訳も六冊出版された。また、代表的な論文として次のものが挙げられる。まず、李徳純は初めての簡体字版『ノルウェイの森』に序文「物欲世界中的異化」を寄せ、 「最初の本格的村上春樹論」
（（
（
だと言わ
れた。その後、王向遠の「日本後現代主義文学与村上春樹」 （一九九四
（
や林少華「村上春樹作品的芸術魅力」 （一九九九
（、 「村上春
樹在中国
―
全球化和本土化進程中的村上春樹」 （二○○六（
、孫樹林
「論『村上春樹現象』 」 （一九九八
（
なども重視される論であった。
特に林の「村上春樹作品的芸術魅力」は多数の論に引用され、村上春樹研究に必要不可欠の存在である。その後も「消費社会転型中的『村上現象』 」 （王志松、二〇〇六
（、 「中国的『村上春樹熱』 」 （馬
軍、胡雪、二〇〇三（など、新しい研究が相次いで現　
しかし、 「孤独」 、 「空虚」 、 「喪失」などのキーワードを立ててみ
ると、ほぼどの論にも相通じるところがある。例えば 作品を費性的小資読物」 、 「都市小説」だと位置づけ、経済の高成長や都市化の加速によって孤独感 空虚 襲われる小市民の共鳴を物語が起こしたということは、 受容論にもまず前提となる点 村上春樹の作品が中国でデビュー（一九八六年 街、その不確かな壁」 「鏡」の掲載
（
してから三○年以上が経った今、林訳版の勢い
が衰え、新しい訳者 相次ぎ登場する中、学界では相変わらずそまでの論調が引き継がれているの やはり疑問に思われ 。次章ではその原因を探っていく。
第二章
　
時代意識の欠如によって曖昧になった受容像
　
先述した藤井省三は、 『村上春樹のなかの中国』の中で、初めて
読者の世代差に着目し、 「読者は『ノルウェイの森』が最初に翻訳された一九八九年～九〇年代半ばまでの第一世代と、同書 一九九八年にベストセラーとなって以後の第二世代とに分類できよう」と述べた。一方で、王海藍は作品 販売実績に着目し、翻訳出版の分
布、推移状況より、作品への受け入れを四つの段階に分けた（次表（
。
　
村上春樹全盛期（或いは藤井による本格的な村上ブーム（の現れ
た年に対する二人の定義にずれが生じたのは分類基準が異なるためであった。漓江出版社による『ノルウェイ 森』新版（脱ポルノ化（の刊行をきっかけに作品がベストセラーになったのは一九九八年だったため、藤井はそれを村上ブームの始まった年だと定義した。一方で、ＷＴＯ 加盟した二○○一年に 上海訳文出版社が版権を得て、 『村上春樹文集』 （全 巻
（
を刊行し始め、 『ノルウェ
イの森』が五か月の内に二百万部の販売数を突破し 民間でもその年を村上春樹年と呼ん いる め、王が「村上春樹熱」の始まりを
二○○一年に決めた。いずれにせよ、ブームは二○○○年前後に確実に起きたことがわかる。　
では、中国にお
ける受容研究の世代分布はどうなっているのだろうか。村上春樹研究者の多くは中堅の大学教員という学者層であるため、若い世代を中心とした一般読者層の枠から外れるが、
王海藍 藤井省三
作品の販売実績による分類
法
作品の読まれる時点による
分類法
萌芽期（1989～199（） 第一世代（1989～1998）
中核は鄧小平時代（1978～
1997）の若者読者。
上昇期（199（～2000）
第二世代（1998～）
中核は鄧小平時代に成長し
てポスト鄧小平時代に村上
を読み、本格的な村上ブー
ムを作った若者。
全盛期（2001～200（）
安定期（2007～）
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代表論文や研究書の発表年代から、当該研究の立脚する時代がわかる。それぞれ見ていくと、本格的な村上ブームが始まってからの研究が半数を超えるが、基本的には萌芽期から安定期に至り、どの段階においても研究がされていることがわ る。では、なぜ多くの論が受容像を語ろうとするほど不自然が生じてしまったのか。結論から言うと、それは研究における時代意識の欠如がもた したものであろう。藤井の世代分け法を参照し それら 研究を具体的に見よう。　
第一世代の読者と共に村上研究を始めた代表的研究者として、李
徳純、孫樹林、林少華の三人 挙げられる。彼らは第一世代読者と共に鄧小平時代を生き、改革開放の新政策により経済の急進展と都市化の始まりを実感した。彼らから見ると、 『ノルウェイの森』どのような作品だったであろうか。
　「彼らは商品に溢れた世界に暮らし、人間としての個性、想像力がみな物質的利益に束縛されている。そのため、人の独立的価値と独立的地位が失われ、商品のように物質的世界の付属品とされてしまう」
（7
（
（李徳純（
　　
 「日本社会は『精神排除』 、 『思想排除』 、物質崇拝 いった奇形的な発展時期を迎えた。 生産と精神創造 アンバランスがもたらした最も顕著な悪影響、所謂物質氾濫の社会に共通の欠点は、 『無理想』 、 『無追求』 、空虚感、孤独感である。
」（8
（
（孫樹
林（
　　
 「最も根本的な原因は、作者が時代の雰囲気を敏感に、含蓄をもって引き立たせ、日本の八〇年代の青年層の精神的アンバランスを反映した所にあるだろう。
」（9
（
（林少華（
　
この時期の研究には、日本における物質文明の急発展がもたらす
弊害を作品から引き出そうとする傾向があった。言い換えれば、当時の研究者の多くは村上春樹作
品
（（
（
の存在意義を肯定する一方、 「病
んだ資本主義イデオロギー」を示すこの作品に警戒心を持っていた。そして、三人ともそのような新しく生まれた「通俗文学」が徐々に「純文学」の優位に取って代わろ のではないかと懸念を示した。　
しかし、三〇～五〇代の研究者が警戒心を抱くにも拘らず、読者
層の中核となる当時の二〇代読 は作品に描かれる都市生活に憧憬を覚えた者が多かっ だろう。そ 中 何人かが後に村上春樹文学の青年研究者として新 い論を展開することになった。彼らの目には、作品の受容はどう映っ のか。残念ながら、この時期（藤井論によると一九九八年第二世代読者 登場以後、王の論 よると二○○○年の全盛期以後（の研究には八〇年代 九〇年代 研究と比べると、読み方 変化が窺えるにも拘らず、受容像を時代毎 見分ける論は殆どなく 先行研究を踏襲したまま曖昧に展開してしまうものが多かった。　
ところが、資本主義社会における物質崇拝、人々の「孤独」 、 「喪
失感」などは、李徳純ら 「病態的なもの」 見え が こ 時期の研究の一部 それを「社会発展の正当的な産物」だと言い直した。面白いことに、二〇年間以上村上作品 し続け き 林少華自身の論にもその傾向が見られた
―
「村上の作り上げた孤独は
独特なものである
―
それは慰められる必要がなく、孤独が慰めそ
のものであり、感情の昇華であり 美である。
」（（
（
他にも村上春樹を
「最も都市に対する感受性のある作家」だと肯定する論調が出た。　
なぜこのような読み方の変化が現れたのか。まず、この時期（九
〇年代末～（の中国は所謂「ポスト鄧小平時代」に入り、民主化が進展し、人々の精神生活がより個性豊かになった。経済も順調に成長し、多数の都市住民の家庭 「小康（まずまず（状態」になり、
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生活が『ノルウェイの森』の時代と似てきたのであろう。また、日本との政治的緊張状態が緩和され、特に九〇年代末になると、日本の歌、アニメ、ドラマなど ヒットし 「都市文学」としての村上文学 受け入れに相応しい土台が整ったと思われる。　
無論、研究者と一般読者との間に年齢差や意識断層が存在する限
り、両者による村上春樹像は同一視できないが、第二世代の受容は読み方の移行期にあると推測できる。では、第一、第二世代に引き続き、後の読者を「第三世代」 （王の論に合わせると「後安定期」
（
だと定義するならば、彼らの読み方に更なる変化 生じたのか。第三章ではそれに注目する。
第三章
　『ノルウェイの森』から第三世代読者の受容像を見る
一、第三世代としての若者読者層の登場　
ではまず、第一章でまとめた藤井省三及び王海藍の説をそれぞれ
顧みよう。王によると、 「村上春樹熱」が「安定期」を迎えた は二○○七年からのことである。 の翌年に大学生向け ンケート調査が行われた。現在、 「安定期」を迎えてから一○年以上の年月が経ち、 「村上春樹熱」がいかな も になったのか まだそれに対する調査がない。　
第一世代も第二世代も読者の中核となるのが二〇代という藤井の
指摘を踏まえ、本論は二○○七年以後（王の言う「安定期」
（『ノル
ウェイの森』などを読み始めた二〇代 若者（生まれ年 推算すれば主に八〇年代後半から九〇年代後半にかけての世代層（を前もて「第三世代」だと定義する。興味深いことに、八〇年 後半～九〇年代後半生まれ 若者、所謂「八○後」 、 「九○後」は 社会 熱く注目される世代である。一人っ子政策後に生まれ 親の愛情を一身に受けて育ったことも り、彼らは「ワガママな世代」 、 「反逆の世代」として厳しく評価さ る一方 時代をリードする の期待
される世代でもある。　
では、第三世代の読者層の登場に伴い、村上春樹作品が彼らにい
かなる理由で読まれ、どのように捉えられたのであろう。次節では、第三世代の読者層に向けたネット上の書評及びアンケートから情報を収集し、 今の時代 相応しい受容像と受容要因を探っていく。二、調査概要　
今まで王や徐はアンケートを頼りにしたが、今回はアンケートよ
りも読者の読解を反映でき 書評を調査の主体にし、書評の発表者に配布するアンケートを補助手段としたい。　
一般読者の書評を収集するには中国の人気書き込みサイト「豆
瓣」 （現時点ユーザー数が一億 超えた 言われる
（
が最も頼りに
なるだろう。特に「豆瓣読書」は、一冊の本に対して「読みたい」 、「読んでいる」 、 「読んだ」を選択し、点数を付けてから書評を書き、ユーザー同士で交流しあうことのできるサブサイト 、読者愛用されてい 。以下は、 「豆瓣」ユーザーに向けた読 調査の概要である。　
調査対象は、中国語訳版『ノルウェイの森』に対して「読んだ」
とマークし、書
評
（（２
（
を発表した「豆瓣」ユーザーのうち、 『ノルウェ
イの森』を読んだ時の年齢（二〇代を中心、下限を一八歳
（（
（
までと認
める（及び時期（二○○七 以後（の基準 合致 人である。調査方法として、まず、 「豆瓣」より『ノルウェイの森』の書評（短評を除く
（
を「新しい順
」（（
（
に並び替え、それぞれの評者に「豆郵
」（（
（
でアンケートを配布する。アンケートにはまず回答者 小説を読んだ年と年齢を記入させ、第三世代に当たる人を限定する。そして、書評や個人情報の利用を許可するかという質問を設け、情報の利用可能性を確保する。また、読者の意思が質問の選択肢に制限されないよう可能な限り各問に選択肢 付けないようにした。 （原票 日
苗：中国の一般読者層における村上春樹作品受容の要因考察1043
本語訳は注にて添付す
る
（（
（
。（
その後、回収したアンケートのうち、
第三世代読者の回答を有効なものとし、該当者の書評とアンケートを合わせて分析する。
　　
　
本研究は、書評の発表時間が二○一五年一月二三日から二○一六
年一○月二五日迄になるユーザーに向けて四三六人分のアンケートを配布した。回収した調査票一六四件のうち、有効回答は一二五件であり、有効回収率が二八・六パーセントになっている。三、 『ノルウェイの森』を読むようになったきっか につ て　
アンケートには問４「どうして『ノルウェイの森』を読もうと
思ったのですか。 」という質問を設け、読者それぞれが小説に辿り着いたきっかけを収集した。以下は 答に二回以上現わ 、ある程度普遍性の見られるきっかけについての抜粋である。　　
华氏
4（1
°　
一九歳
　
学生
　　
 村上春樹がずっとノーベル文学賞の「伴走者」だったので、彼への好奇心が『ノルウェイの森』を読むようになったきっかけだった
（（
（
。
　　
叫我杰克
　
二二歳
　
大学生
　　
 何年か前に読んでみたものの、よく分からなかったので進まなかった。後で先生が村上春樹についての授業をすると言ったため、もう一度読んでみた
（（
（
。
　　
unravel 小卷毛
　
二六歳
　
会社員
　　
 大学時代に『ノルウェイの森』を映画で見たが、分かりづかったので小説 読んだ
（（
（
。
　　
呆呆的豌豆
　
二三歳
　
大学生
　　
 この本は随分前から聞いている。中国でとても有名だから、流行に乗って読んでみた
（２
（
。
　　
非衣早文
　
一九歳
　
大学生
　　
 高校三年の時、国文の先生に、若い時は『ノルウェイの森』を読むべきだと言われた
（２
（
。
　
小説に触れたきっかけは様々あるが、 「有名だから」 、 「薦められ
たから」 、 「流行に乗ってみた」などの理由が多く見られる。特徴としては第二世代の場合と一致するが、新たなきっかけとして、小説の映画化、ノーベル文学賞候補（と言われる（の話題化などが見られる。また、 つて流行小説だと言われたこの小説を授業で扱うことや、国文の先生に薦められるよう な たことも挙げられた。その他、第二世代によく言及された「エッチ 本への好奇心」というきっかけはそれほど言われていないことも注意に値する。四
 、書評から見る『ノルウェイの森』における第三世代読者なりの読解
　
第三節では、第三世代が『ノルウェイの森』に触れるまでの経緯
を辿った。では、実際作品がどのよう 読まれたのか。本節は参加者の書評に注目し、五つの視点から検討する。（一
（　「孤独」 「喪失感」への捉え方は、 「林式解読」と異なっているところがある
　
書評から、作中世界に漂う「孤独」 、 「喪失感」への共感が非常に
多いということがまず目に留まる。長い間 中国 村上春樹研究者の多くは『ノルウェイの森』を「現代人の精神的困惑、喪失感、無力感、孤独、憂鬱」
（２２
（
を再現した「青春の物語」として捉えてきた。
理由の一つとして挙げられるのが、中国の村上春樹研究の背後には林少華の「林式解読」の影響が存在しているということである。二
1044
〇〇一年に発売された『村上春樹文集』シリーズの序文として、「村上春樹御用翻訳家」の林が「村上春樹的小説世界及其芸術魅力」という長文
（２
（
を載せ、村上春樹研究がまだ盛んではなかった当時では
たちまち著しく影響力を発揮し 。後の村上春樹研究の基調がそれによって築かれ、一般読者の作家に対するイメージもその序文に頼っている ころがあると言える。これについて、研究者 楊炳菁も、 「村上春樹的小説世界及其芸術魅力」は読解を深める役割を果たす一方で、マイナスの影響をもたらしたことも否定できないと指摘し
（２
（
。
　
では、 「孤独」 、 「喪失感」などのキーワードが第三世代の若者に
どのように解読されたのだろうか。書評からその点について具体的に見ていく。　　
W
E
G
A
B
C
　
書評当時二二歳
　
学生
　　
 「孤独が好きな人間なんていないさ。無理に友だちを作らないだけだよ。そんなことしたってがっかりするだけだもの」 。ついこの前か、私は自分の好きなことを全部一人でやっていると気づ た。 （中略
（
時にはもし傍に私を分かってくれる人がい
たらいいなと思ったりするが、その思いもまた一瞬で消えた
（２
（
。
　　
青衣一介
　
二八歳
　
IT
業界
　　
 この本を読んで最も読み取れたのが「孤独」だった。そう思ったのは、私自身の生活にはこの うなものが欠けて るからだ。精神的な豊かさも、一人 独立し 人間 なる自我も、欠けている。 （中略（他 の評価基準は「産出」 、つまりいくら稼げるかだけだ
（
度々失敗しても、一番の喜びと
幸せは、世間に言われるいい仕事 いい給料やいい家庭などから見つけるのではなく、 「自我」から掘り出されるも ではいか
（２
（
。
　　
A
ooo　
二三歳
　
学生
　　
 この本が私にくれた啓示というのは、心に従うこと、内心の安らぎを求めること、きちんと生きること そして自分 意気投合する人 見つけることだ
（２
（
。
　
一人っ子世代として生まれ育った若者は世間から「孤独な一代」
だと言われるが、強いて個人の空間、孤独を求める姿勢を取る読者の存在を無視できない。換言すれば、第三世代の「孤独」への読解がもはや同病相哀れむような消極的なものだけでなく、独立した人間の特質としても捉えられるからこそかえって作品に「励まし」 、「慰め」を求めることになるのだろう。勿論この読解が第三世代ならではのものだ は断言しない。むしろ「村上春樹 小説 界及びその芸術性」には本来「孤独、やむを得なさを賞玩する
（２
（
」という文
脈もあったが、言葉のネガティブな面を後の研究に過剰に捉えられてしまった。（二（
　
作中世界への憧れが薄れ、 「親近感」 「共鳴」が強まった
　　
D
ream
C
ather　
一九歳
　
大学生
　　
 訳者曰く、他の作家の作品の多くを読むと、他人の話を読んでいるようで、間に高い敷居が横たわっていて、我々が門外に隔てられている。しかし、村上春樹作品を読むのは我々自身を読んでいるようで、自分の心に問いかけ、心の声に耳を傾け、自分の精神世界を遍歴し 自分を見つける。一言で言えば 彼は我々の共鳴を呼び起こした。心の共鳴
（２
（
。
　「共鳴」 、 「作中人物への親近感」などの感想は、どの世代の読者からも頻繁に言及されるが、かつては「読者の多くは都市部に住む
苗：中国の一般読者層における村上春樹作品受容の要因考察104（
主人公の生活に憧れを持っている」という点がよく指摘された。言い換えれば、主人公の暮らし方にはある程度距離感があったのに対して、都市化の加速に伴い、 「憧れ」への言及が少なくなり、 「親近感」というイメージが相応しくなったことが窺われる。では、彼らの感じる「共鳴」 、 「親近感」とは具体的にど ようなものだろう。さらに書評を具体的に見よう。　　
沈沫
　
二一歳
　
大学二年生
　　
 私の中では直子とワタナベがそれぞれ半分ずつ生きているかもしれない。人と友達になるのが苦手でありながら、こころの通じる人が現れるのを望んでい
（（
（
。
　　
繁花
　
書評当時二〇歳
　
職業未回答
　　
 この本が私に一番影響を与えたのは、孤独への捉え方だった。以前の私は青春期の子供のようで、寂しがりで一人になるの怖かった。自分の特質を遮って平凡に見えてでも人と仲良くしようとした。 （中略
（
孤独は怖いものだった。孤独を楽しむと
いう態度を、 『ノルウェイの森』が私に教えてくれた。そうだ。孤独は楽しめるものだ
（（
（
。
　
以上の書評から読み取れるように、 『ノルウェイの森』が人を共
鳴させることに成功したのは、二つの重要な「キー」を握っていたからではないか。　
まず、誰もが自分の中にワタナベ的なもの、直子的なもの、もし
くは緑的なものを内包していると、この小説が読者に感じさせた。そして、人間誰 が抱える自分なりの孤独、弱みを主人公が素直に受け入れることで、自分とうまく付き合うことができる、と仄めかしたことでこの小説がまた読者を虜 した。二つ 「キー」が機能した結果、読者から「共鳴」 、 「親近感」の反響が高まった では
いだろうか。　
六〇、七〇年代生まれの世代は、家庭に兄弟が多く、貧困問題を
抱える人が多かった。彼らには「個人」よりも「集団」を守る意識が強く、個 よりも集団の利益を大切にすることが一種の暗黙の義務として課されたと言える 経済状況を改善 ために人々には前向きな生き方が唱えられ、感傷に浸る暇さえないという考え方が世間一般的だったであろう。第一、第二世代研究者の言う「現代人の精神的困惑」 、 「無力感」 、 「憂鬱」など、ネガティブな表現からもその点が窺える。それに対して、第三世代は平和 社会に生まれ、一人っ子としてより裕福な家庭に恵まれて成長したことで、彼らの多くが集団よりも個人の個性を 主張し、既存の価値観を疑い、世俗や流行を拒否する傾向にある。一 で、より内向的な性格に育ち、外界の変化に超然とし、もしくは現実から逃避し 周りに無関心なままに生きる若者も少なくない。どちら せ ワタナベ ように、青春時代を戸惑いな ら生きる人が多いだろう。集団意識を唱えるような上の世代が読む小説よりも、孤独であることを認めても悪いことでは い、他人と違うのがかっこ い などのメッセージが託された『ノルウェイの森』のほう 彼らには身近な存在になっただろう。（三
（　「小資必読読物」という定番の評価が「文芸青年必読読物」に換えられ、作品の位置づけが「流行文学」から「経典
（（２
（
文学」 、
「純文学」へと変化した
　　
A
O
I　
二五歳
　
出版業界
　　
 今の若い世代は春樹をもう好まないようだ。ある日偶然何人の日本語学科の後輩に彼の話をすると、一人の男の子を除き、皆読んだことがないという。にも拘らず彼の作品がもう時代遅
104（
れだと彼らがコメントしていた。村上春樹の作品の国内での売れ行きがまだいいということを知っている私は実に驚いた。日本でも状況 似て るらしい。新作が売られ とまだ人気が出るが、作品がもう「経典」著作というカテゴリーに収められている。換言すれば、 「時代感」を帯びてきた。毎年ノーベル賞発表の時期にまた一時話題にな が、 つになっても（候補として
（
伴走することを免れないだろう。村上春樹は「文芸青
年」 「小資（プチブル（
」の俗っぽいラベルとして既に記号化し
た
（（
（
。
　　
順其自然的小越
　
二二歳
　
大学生
　　
『ノルウェイの森』は「経典」文学だから、読みたかった
（（
（
。
　『ノルウェイの森』を読むことで、自分を「文芸」青年に見せて自慢できるという点が多く言及されるように、 「文芸青年」の必読作品、ノーベル文学賞候補（と言われる（作家の作品というラベル自体が読書の意欲を生じさせた。　第一、第二世代が頻繁に言及した「小資必読読物」という定番評
価は、一○年も経たないうちに「文芸青年必読読物」というラベルに貼りかえられ、作家に時代的な隔たりまで感じ取る読者も存在する。ではここで、 「小資青年」と「 芸青年」の違いに注目しう。 「小資」 九〇年代頃に流行り始めた言葉で、 「小資」階層は、主に外資系企業や私営企業 勤め、比較的高収入 ホワイトカラーである一方、ファッションや芸術 敏感で、生活の質や品位を追求する青年層である。 「小資」に引継ぎ、若者の生活スタイルを表すもう一つのキーワードとして、 「文 青 （ 「文 」とも略称される（という表現もここ数年流行した。彼らは一般によく知られる趣味に背を向け、マイノリティであることを重視している。 「小資」に比べて、 「文芸青年」は、経済的ゆとりがあるかどうかに関
係なく、文学や音楽に強く興味を持つ若者であれば、その呼称に適するのである。　『ノルウェイの森』の読者層の「小資」から「文芸青年」への変遷に伴い、作家も読者の中でますます権威のある存在となった。小説が翻訳された当時では「流行小説」 、 「青春文学」として定義されたが、今では「経典」作だと認識されるのも自然なことであろう。
（四（
　
ストーリーと訳文の読みやすさで、日本文学に触れる第一歩
として挙げられる
　　
黎蓓諦
　
二三歳
　
大学卒業生
　　
村上春樹は私が読んだ日本人作家の中で最初の一人だった。
　　
長眠不醒
　
一八歳
　
職業未回答
　　
 私が初めて触れた日本人作家が村上春樹だった。彼の作品を読んでいると、日本文学に対して想像していたもたもた感がしなかった
（（
（
。
　
比較的読みやすい『ノルウェイの森』から日本文学に触れた読者
が少なくない。作品の読みやすさと若者の日本への興味とが相まって、小説の受け入れを推し進めたことが読み取れる。村上作品を三〇冊以上翻訳した林少華が手がけた訳文も、 やすさ、雰囲気のよさをもって、長い間村上ファンから支持を得ている。（五（
　
出版市場が性描写のある小説への許容を広め、読者の性描写
への抵抗が弱まった
　　
M
eguge　
二〇歳
　
大学生
　　
 性行為の描写がそれほど露骨なものだと思わなかった。むしろ
苗：中国の一般読者層における村上春樹作品受容の要因考察1047
喉が渇くと水を飲むのと同じほど自然だった。性行為は愛に因るものであろうと欲望によるものであろうと、汚いものだと見るべきではない
（（
（
。
　　
M
asterʼs　
年齢未回答
　
大学生
　　
 この本の性行為に関する描写が精妙だ。ワタナベの直子 緑、レイコとの性行為が重点的に かれて意義深く、現実 男女関係のことを考えさせた。性と愛は一体化したもののはずだった。これこそ人が幸せを感じることができる
（（
（
。
　
王の調査によると、 「作品への印象」において、 「大量な性描写が
ある」という選択肢を選んだ人数は、一位の「孤独と喪失感に満ちている」に続 て第二位 占めるが、性描写が多いということが読者にどのよう 思われたのかは明確にされなかった。今回の調査から、性描写から精神的な繋がりを読み取 読者が多いことがわかり、第一、二世代がある程度抵抗 示したのと対照的に見える。理由として、若者の性に関す 成熟、そして性描写のある小説を許容できるようになりつつ 出版市場の成熟が考えられる。　
以上、本章では、第三世代読者の書評に注目し、五つの方面に分
けて『ノルウェイの森』から見える新しい受容像及びそれを作り出した要因を分析した。読者が如何な 理由で作品に惹かれたにせよ、 『ノルウェイの森』は人それぞれの心 潜む、普段曖昧なままで言葉ではうまく表現 きれなかった、他人にもうまく伝えられかった部分を、主人公の語りを通して言い当てていると うそ 時にもたらす感銘が 読者が感じるある種共通する刺激だと見られる。特に、大学受験戦争の熾烈さで名高い中国では、第三世代の若者の多くは、学校や親から競争社会の厳しさを説教され 長年の試験勉強を強いられ、 「正統なる」本ばかり読まされ きたと思われる。出版市況においても出世志向の本が多く、一般の通俗小説の出
版もまた玉石混淆である状況の中から「百パーセントの純愛小説」として登場した『ノルウェイの森』の存在意味が、彼らには一層大きく見えただろう。　
第四章では、本章の考察を踏まえ、 「村上春樹熱＝『ノルウェイ
の森』熱」説が現在でも成立するか、村上春樹 作品が今でも流行しているかについて検討する
第四章
　「村上春樹熱」の現状について
一
 、 「村上春樹熱＝『ノルウェイの森』熱」説は現在でも成立するか
　
王の調査によると、 「村上春樹の作品を読んだことがある」と回
答する人の中、九○パーセント（一三二五人
（
が『ノルウェイの
森』を挙げ、そのうち七○パーセント強（一○七六人（が同小説を「最も印象に残った作品」として選んだ。また、五一七人（三分の一強（がそれ以外の作品を読んだことがないという。王はそれゆえ「中国の『村上春樹熱』が実は『ノルウェイの森』ブームであった」と結論付けた。本調査もその点に注目し、 「あ たは『ノルウェイの森』以外に村上春樹の作品を読んだことがありますか」 、 「一番好きな村上春樹作品、もしくは一番他人 薦めたい村上春樹作品は何ですか」という質問を設けた。王の調査から一○年近く経っ 今、『ノルウェイの森』の受容にいかなる変化が起きたか、 「村上春樹熱＝『ノルウェイ 熱」説が今でも成立するか、本章におい 考察する。図１、２は王 筆者の調査結果の一部である。統計基数が大きく異なるため 図と比率は全体的な傾向を捉える際の参考である。　
図１、２では、 『ノルウェイの森』以外の作品も読んでいる読者
の比率に大きな変化が見られない。村上春樹作品の売れ行きが確実に伸びる中、比率の高まりが想定されていたが、今回 調査結果に
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至ったのはなぜだろうか。　
ここでは、参加者の偏りがあることを見
過ごしてはならない。王の調査では、 「村上春樹の作品を読んだことがある」と回答する人が六五パーセント るが、参加者の専門別に見ると、三分の一の人が日本語専攻所属
―
所謂日本文学に最も触れやすい人
であることがわかる。王の調査結果 過半数の大学生が村上春樹の作品を読んでいるという点でやや偏っている。一方で本調査は、回収率の向上を図るため二○ 五年以降に書評を発表した読者を対象にした。参加者の回答からわかるように、多くの人は『ノルウェイの森』を村上春樹文学への入門書として読んでいた。つまり、彼らには他の作品に触れる時間が十分だと言えず今後 可能性が考えられる。よって、 「村上春樹熱＝『ノルウェイの森』熱」説がまだ成立するか つ ては、前掲の図だけでは判明しない。　
では、 「一番好きな村上春樹作品、もし
くは一番他人に薦めたい村上春樹作品は何ですか」という質問を通して、 『ノルウェイの森』以外に何の作品が読まれたのかを見てみよう。図３は、他の作品を読んだことのある読者八五人の回答を示したものある。　「参考」
　『風』 ：『風の歌を聴け』
　『一九
『ノルウェイの森』以外に村上春樹の
作品を読んだことがありますか
『ノルウェイの
森』以外に読ん
だことがある
958 人
（64.95％）
『ノルウェイの
森』しか読
んでいない
517 人
（35.05％）
『ノルウェイの森』しか読んでいない
『ノルウェイの森』以外に読んだことがある
　出所：王、2008 年
図１
『ノルウェイの森』以外に村上春樹の
作品を読んだことがありますか
『ノルウェイの
森』以外に読ん
だことがある
84 人
（71.31％）
『ノルウェイの
森』しか読
んでいない
41 人
（28.69％）
『ノルウェイの森』しか読んでいない
『ノルウェイの森』以外に読んだことがある
　出所：筆者、2016 年
図２
一番好き／薦めたい作品は何ですか
『風』
『1973』
『羊』
『世界』
『回転木馬』
『パン屋』
『ノル森』
『ダンス』
『国境』
『ねじまき』
『レキシン』
『アンダー』
『アフター』
『東京』
『走る』
『1Q84』
『多崎』
短編、他
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七三』：『一九七三年のピンボール』
　『羊』：『羊をめぐる冒険』
　
『世界』 ：『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』
　『回転
木馬』
: 『回転木馬のデッド・ヒート』
　『パン屋』 ：『パン屋再襲撃』
　『ノル森』：『ノルウェイの森』
　『ダンス』：『ダンス・ダンス・
ダンス』
　『国境』 ：『国境の南、太陽の西』
　『ねじまき』 ：『ねじま
き鳥クロニクル』
　『レキシン』：『レキシントンの幽霊』
　『アン
ダー』：『アンダーグラウンド』
　『海辺』
: 『海辺のカフカ』
　『アフ
ター』：『アフター ク』
　『東京』：『東京奇譚集』
　『走る』：
『走ることについて語るときに僕の語ること』
　『多崎』 ：『色彩を持
たない多崎つくると、彼の巡礼の年』　
この結果、 『ノルウェイの森』が二位の『海辺のカフカ』より約
三倍多く読まれ、最も読者に好まれることがわかる。参加者数の違いもあるが、王の調査では『ノルウェイの森』 二位の 海辺のカフカ』より一○倍以上 く挙げられたのに対して、今回は参加者数が少ないこともあり、二作の差が王の調査ほど顕著ではなく、他の作品と上位二作との差も しくい傾向を示す。よって、 『ノルウェイの森』以外の作品 読んだ人の割合で「村上春樹熱＝『ノルウェイ 森』熱」を究明するのは難しいが、作品を複数読んでいる人にとって、今でも『ノルウェイの森』 他作を超える影響力を持つ一方、 「村上春樹の作品＝『ノルウェイの森』 」という印象が薄れてきたことが考えられる。したがって、 「村上春樹熱＝『ノルウェイの森』熱」説が次第に通用しなくなったと言える。
二、 「村上春樹の作品がまだ流行っているか」について　
次に、 「村上春樹の作品がまだ流行っているか」について探る。
　『ノルウェイの森』がやや古いという評価もあるが、図４が示すように「まだ流行っている」という回答が六七パーセントである。新作やノーベル賞候補の話題が作家の流行度を有効に保持したためであろう。　ただし、調査対象は書評を書いた読者であり、 「短評」や「読ん
だ」というマークだけを付けた人が排除された。書評を書くほどの読者であるため、結果に偏りが出る可能性があり、図４に示す比率には過剰評価が考えられ、この結果はあくまで参考程度に留めたい。　
また、図５に示すように、周りに村上春樹の作品を む人が多い
かという質問に対して、 「あまりいない」という回答が五四パーセ
村上春樹の作品がまだ流行っていますか
まだ流
行ってい
る 67％
未回答 4％よく分か
らない 7％
もう流
行ってい
ない 12％
あまり流
行ってい
ない／普通
10％
もう流行っていない（13 人）
まだ流行っている（83 人）
未回答（5人）
あまり流行っていない／普通（15 人）
よく分からない（9人）
図４
あなたの周りに村上春樹の作品を
読む人が多いですか
まあまあ
いる／普通
14％
未回答 2％よく分か
らない 4％
多い 26％
あまりい
ない 54％
まあまあいる／普通（18 人）
多い（32 人）
未回答（2人）
あまりいない（69 人）
よく分からない（5人）
図５
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ントで、 「多い」 、 「まあまあいる」の回答を上回る。判断基準には個人差があり、数値に対しては判断を慎むが、 「多い」 、 「まあまあいる」というイメージを持つ回答者が、第三世代の中より年齢の若いほうへ偏る。 （図６。五〇名の内、年齢不詳者三名を除く。初読と再読に分かれる場合 書評を書く時点を基準にす 。
（
　
図６からわかるように、周りに村上作品を読む人が多い／まあま
あいると言う人が主に一八歳～二○代前半の読者であり、特に一八歳～二二、三歳までの間 初めて『ノルウェイ 森』に触れる人多い。その理由は以下 ある。　
中国では一般に若者が一八～一九歳 大学の入学試験を受け、二
二～二三歳をもって卒業する 多い。大学入試後の二ヶ月以上となる夏休みが彼らに読書する余裕を与え、村上作品に触れるきっかけを作った。書評とアンケート回答にも「ずっ 読みたかったので、高校卒業してからやっと暇ができて読んでみた」などの文を見
かける。大学に入ると、殆どの人が寮生活を始め、人脈が広げられ、図書館やインターネットを活用できるようになるのもこの時期の特徴であ 「友達に薦められたから」 、 「図書館で見かけたから」など 理由 、過半数の読者は『ノルウェイの森』を読んだのが大学時代前後のことであり、それで『ノルウェイの森』が大学生向けの小説だと印象付けられることも多い。　
では、村上春樹の人気はどこまで広がっているだろうか。年齢が
一八歳以下で無効回答となった二九件 うち、周りに村上春樹の作品を読む人が「多い」もしくは「ま まあいる」 回答する 一一人であり、村上春樹の作品がまだ／ あ 流行っていると答える人も二一人であり、それぞれ高い比率を占めている。上記の結果に伴い、作家の作品が、高校生、中学生の世代にも浸透し、若齢化していることが窺える。 読者は、都市部 集中す 「白領」 、 「小資」 、所謂経済力を持つ人が中心であるのが定説であ た
が、読者層の構成は大きく変化したことが一つ特筆に値するところである。　
では、 「村上春樹の作品がまだ流行ってい
るか」に対して、読者がそれぞれどのような理由を述べたのか。以下、問九の回答を二分類し、代表的なコメントを順不同で挙げた。　　
 肯定派
―
村上春樹の作品が現在でも流
行っている
　　
叫我杰克
　
二二歳
　
大学生
　　
 ノーベル文学賞が有名で、ここ数年村上春樹がよく候補に挙げられている。おまけに村上春樹を読むこと 「文芸青年」であることのシンボルだから
（（
（
。
「周りに村上春樹の作品を読む人
が多い／まあまあいる」と回答
する読者の人数、年齢分布
2007 年以前に『ノルウェイの森』を読んだ
2012 年以後に『ノルウェイの森』を読んだ
2007～2012 年の間に『ノルウェイの森』を読んだ
0
18?
20??
22??
21?
23??
13??
23?
25??
8??
25?
27??
2??
27?
29??
2??
5
10
15
20
25
図６
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服务器帮忙記録
　
一八歳
　
高校卒業
　　
 流行っている。何といっても、優秀な日本文学だし、日本文学のシンボルだから
（（
（
。
　　
A
O
I　
二五歳
　
出版業界
　　
作品が安定して売れている。出版社にとっても目玉だから
（（
（
。
　　
否定派
―
村上春樹の作品がもう／あまり流行っていない
　　
V
igor
柯纓
　
二五歳
　
会社員
　　
 八○年代よりも若い世代として、 『ノルウェイの森』の流行の風がもうこれで終わりかと私は時々思う 私たちより また若い世代 大人になるまでの青春時代にお て、 『ノルウェイの森』がまだ彼らの目に留まるのだろうか
（（
（
。
　　
Iven　
二五歳
　
金融関係
　　
 「ファストフード」的文化の影響で人々がせっかちで、落ち着いて本を楽しむことが難しくなった。本を読むに も、一時的で且つ頻繁な刺激を求め、感覚的興奮と変化に富むストーリーを求めている。村上春樹の作品はこのような主流から外ている
（（２
（
。
　　
東郭先生
　
二九歳
　
技術者
　　
 周りの若者を見ると、もうこの本を読むのをあまり見かけない。流行っ かいないかの問題ではなく 読書環境においてはメディアが多様化した
（（
（
。
　
出版社の積極的な宣伝戦略とより早い時期から市場へ進出した効
果とが相まって、村上春樹の作品が常に高い市場占有率を持ってきた。その上、毎年ノーベル文学賞候補である（と言われる（ことの宣伝効果、新作の話題化などが村上作品の流行 理由として考えられる。彼の作品は当初「流行小説」 「青春文学」として定義されていたが、近年に至っては一般読者にとって日本文学のシンボル、
「経典」作だとまで認識されるようになった。一方で、 「小資」や「白領」階層を飾り立てる効能が既に失効し、その代わり純文学的な一面が重視され、 「文芸青年」の読み物へと位置づけられるようになった。それが、経済の発展と共に読者層の若齢化が進行する中、自然な変遷であろう。　「流行っていない」ことの理由として、若者の活字離れや、実用書などを求める傾向が挙げられた。読書する人自体が少ない 書き加える人も複数いた。村上春樹文学だけでなく、純文学、もしくは文学自体が流行りにくく ったことが無視でき い問題となった。
結
　　　
論
　
以上、本論文は、 『ノルウェイの森』を中心に、村上春樹作品の
中国の一般読者層におけ 受容を考察した。調査を通して、 『ノルウェイの森』の受容に作用する要素が次々と浮かび上 っ きた。作品に触れるきっかけとして、 「薦められたから」 「流行に乗ってみた」などの理由が多く、読者の群集心理がおおいに働い わかる。新たなきっかけとして、 「文芸青年」への標榜、小説の映画化、 「経典」化、ノーベル文学賞候補（と言われること
（
の話題
化、出版社の積極的な宣伝などが多く言及された。　
第三章の四節では、読者の書評を分析し、 『ノルウェイの森』か
ら見える新しい受容像とそれを作り出した要因を分析した。まず、第三世代読者の小説における「孤独」 、 「喪失感」への捉え方がより積極的に見られ、学界で頼られていた「林式解読」が通用しなくなっているようだ。また 都市化の進展によって、作中世界に距離感よりも親近感を覚 人が増えた 「集団」よ も 個性」 重視する彼らには、 「個」を語る『ノルウェイの森』がある意味励ましだった。そし 、 「小資必読読物」という定番評価が「文芸青年読物」に換えられ、作品の位置づけが「流行文学 から「経典文
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学」へ変化したのも大きな発見である。また、内容と訳文の読みやすさで、小説が第三世代の「日本文学」に触れる第一歩 して選ばれたことや 性描写への抵抗意識の変容も考察でそれぞれわかった。　「村上春樹熱＝『ノルウェイの森』熱」説がまだ成立するか、村上春樹の作品がまだ流行っているかについても新たな発見があった。今でも『ノルウェイの森』が他作を超える影響力を持つ一方、
「村上春樹の作品＝『ノルウェイの森』 」という印象が薄れ、 「村上春樹熱＝『ノルウェイの森』熱」説が次第に通用しなくなった。作家がまだ流行しているかについて、肯定の回答が過半数に至るが、ここからは読者層の若齢化が窺える。　
面白いことに、 『ノルウェイの森』が一番知られているにも拘ら
ず、 「豆瓣」で 『ノルウェイの森』の評価点数が作家の他作品と比べて一段と高いわけでもない。書評には「他の作品を読まないと作家のことがわからない」 「ほかの作品こそ売れ べきだ」などの声も多い。それらの人にとって作家の魅力は本研究では把握し切れない。　
中国の読者は一体この日本人作家のどこに惹かれたのだろうか。
さらに言えば、日本 作品に、今の時代の読者が求めるものに共通する所があるのだろうか がある時代にフィットし、広く受け入れられるのは、その時代を生きる読者像、もしくは時代の変遷もたらすイデオロギーの変容などに密 関係して ると思われる。　
しかし、村上春樹作品の中国受容に関する新たな考察が少ないよ
うに、本来、日本文学 中国でいかに受け入れられてきたのかに関する論考には大いなる研究 余地が依然として存在しており、特に中国の改革開放後に読まれる作品には論が不足 いる。こ 課題を考えるには、自ら受容研究を新た 展開する必要がある。今後は、中国でヒットした他の日本人作家 人気作にも注目し、中国の
現代社会を生きる読者のイデオロギーを視野に入れつつ、日本の近現代文学作品の改革開放後 中国における受容のあり方を探求したい。
＊ミョウ
　
ホウカ
　　
文学研究科国文学専攻博士課程後期課程
二〇一七年一〇月四日
　
査読審査終了
註
（１（
　
サイト名。本論の第三章二節にて詳述する。
（２
　
本論においては台湾、香港の受容 は触れない
（３
　
林は、所在大学の生徒向けの小規模のアンケート調査と読者から
の手紙を基に考察した。
（４（
　
C
iN
iiA
rticles
により検索。検索日：二○一七年七月一日。
（５
　「その概観的な研究は存在するが、それらの多くは「翻訳」を巡って行われたもので、中国においてなぜ『村上春樹熱』が起こったのかの研究は皆無と言える。 」と王は『村上春樹と中国』で指摘する。
（６（
　
藤井省三『村上春樹のなかの中国』朝日選書、二○○七年七月。
（７
　
原文：「他
们
生活在商品的汪洋大海中、人的个性、人的
创
造力都
被束缚在物质利益之中、从而导致了人的独立价值和独立地位的丧失、仿佛是件商品、物化
为
喧
嚣尘
世的附属品。 」
　
李徳純「物欲世界中的
異化
―
日本『都市文学』剖析」 『世界博覧』 、一九八九年五月。
（８（
　
原文：「日本社会二度步入
摈
弃精神、排斥思想、崇尚物
质
的畸形
发
展
时
期。
这样
一个物
质
生
产
与精神
创
造比例失
调
的最
显
著的
负
面效
应是物质泛滥、物欲横流社会的一大通病：无理想、无追求、空虚感、孤独感。 」孫樹林「論『村上春樹現象』 」 『世界文学』 、一九九八年九月。
（９（
　
原文：「最根本原因、恐怕
还
是在于作者敏感而含蓄地烘托出了
时
代氛
围、
扫
描出了日本八〇年代青年
倾
斜失重的精神世界（中略
（
我
们
不
难
感受到生活在
现
代繁
华
都市里的青年男女无可救
药
的孤独、无
处
派遣的空虚。 」林少華「村上春
树
效
应
」 『出版广角』 、一九九七年一
月。
（
10（　
当時は『ノルウェイの森』以外の作品がほとんど大陸で流通して
苗：中国の一般読者層における村上春樹作品受容の要因考察10（3
いなかったため、村上春樹作品といえば、 『ノルウェイの森』だと思われる。
（
11（　
原文：「村上笔下的孤独是
颇为
独特的
―
它不
仅
不需要慰藉、而
且它本身即是慰藉、即是升
华、即是美。 」林少華「村上春樹在中国
―
全球化和本土化進程中的村上春樹」 『外国文学評論』 、二〇〇六
年八月。
（
12（　
字数の短い書評が「短評」という欄に分類されるが、本論では「短
評」を扱わない。
（
13（　『ノルウェイの森』を読んだ時の年齢を一八歳だと答える人が多い。それは大学進学試験後に読書する余裕のできる時期であるため、調査範囲の下限 一八歳にした。
（
14（　
若い世代の書評を収集しやすくするため。
（
1（
　「豆瓣」ユーザー同士に向けたメールサービスである。
（
1（
　
アンケート原票の日本語訳：
（１
　
あなたの「豆瓣」ユーザー名を入力してください。
（２
　
あなたはいつ『ノルウェイの森』 読みましたか。
（３
　『ノルウェイの森』を読んだのは何歳の時ですか。 （複数回読んだ場合はそれぞれの年齢をご記入ください。
（
その時のご職業
はな ですか。 （例：高校生、大学生、職員……（
（４（
　
どうして『ノルウェイの森』を読もうと思ったのですか。
（５
　
あなたの周りに村上春樹作品を読む人が多いですか。
（６
　
研究のため、あなたのアンケート回答と書評の一部を使用し
ていいですか。 （出典、ユーザー名を記す。
（　
Ａ両方に同意Ｂ書
評は引用しないでください。
（７（
　『ノルウェイの森』が好きですか。
　
Ａ好き
　
Ｂ普通
　
Ｃ好き
ではない。
（８（
　
問７について、その理由を述べてください。
（９
　
村上春樹は今、まだ流行っていると思いますか どうしてそ
う思いますか。
（
10（　『ノルウェイの森』以外の村上春樹作品を読んだことがありますか。Ａある
　
Ｂない。
（
11（　
一番好きな村上春樹作品、或 は一番他人に薦 たい村上春
樹作品は何ですか。
　（例：『風の歌を聴け』 、 『一九七三年のピンボール』 、 『羊をめぐる冒険』 、 『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』 、 『ノルウェイの森』 、 『ダンス・ダンス・ダンス』 、 『国境の南、太陽の西』 、 『ねじまき鳥クロニクル』 、 『スプートニクの恋人』 、 『海辺のカフカ アフターダーク』 、 『
1Q
84 』 、 『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼
の年』 、その他……（
（
17（　
原文：
读《挪威的森林》的原因是因
为
村上春
树
一直都是
诺贝
尔文
学奖的陪跑者、所以对 的作品一直很好奇。
（
18（　
原文：很多年前
读过
一点、没
读
下去、也没能理解。后来上
课
的
时
候老师要讨论村上春树 所以我又试着读了。
（
19（　
原文：大学
时
候看
过《挪威的森林》
电
影、因
为
没怎么看懂就
读
了
《挪威的森林》小说。
（
20（　
原文：
对《挪威的森林》
这
本
书
早有耳
闻、在中国名气很大、所以
跟风读一读。
（
21（　
原文：高三语文老师说年轻时要读读村上的《挪》 。
（
22（　
韋晴川「現代与伝統的『挪威的森林』 」 『広西广播
电视
大学学報』 、
二〇〇二年九月。
（
23（　
初出：『解放軍外国語学院学報』 、一九九九年三月。
（
24（　
楊炳菁「文学翻訳与翻訳
―
林訳村上文本在中国大陸」 『日語
学習与研究』 、二〇〇九年九月。
（
2（
　
原文：「哪里会有人喜
欢
孤独！不
过
是不乱交朋友
罢
了、那
样
只能
落得失望。 」就是前一
阵、大概是多
长时间
以前我倒不大
记
得清、我意
识
到我一直喜
欢
并且在做的事情、看
书、旅行、跑步、游泳、甚至包
括最近养成的
爱
好健身、都是一个人完成的事情（中略
（
有的
时
候想
想要是旁
边
有一个人可以懂我
该
有多好、可是
这样
的念
头
也只是会一
闪而过。
（
2（
　
原文：我看
这书、最主要的体会就是孤
单。我
这
么想主要是自己的
生活缺少这些、缺少内在的丰满的精神世界、缺少独立的孤独的自我。（中略
（
主要的目
标
是衡量你的
产
出、就是你
挣
了多少
钱。 （中略
（
即
使不断地失
败、最大的愉悦和幸福
难
道不
应该
是从自我中挖掘出来的
吗？而不是来自于好的工作、丰富的薪水、美满的家庭。
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（
27（　
原文：
给
我的
示是遵从内心、
寻
求内心的宁静、好好生活、找个
和自己志趣相投的人。
（
28（　
原文：把玩孤独、把玩无奈。
（
29（　
原文：
译
者
说
的非常好、
对
很多作家、
读
之
总觉
得
读
别人、中
间
好
像横着一道足够高的
门
坎、把我
们
客气而又
坚
决地
挡
在
门
外。而
读
村
上、我
们
也
觉
得是在
读
自己、是在叩
问
自己的心灵、
倾
听自己心灵的
回声、在自己的精神世界中游
历、看到的是我
们
自己。
简
而言之、也
就是村上引起了我们的共鸣：心的共鸣。
（
30（　
原文：或
许
我身上有二又二分之一的直子和二又二分之一的渡
边、
不擅交陌生的朋友 但是会渴望有人与我神交。
（
31（　
原文：当然
这
本
书对
我影响最大的、是
关
于孤独的看法。在
这
儿之
前、我像一切没有
长
大的青春期小孩子、怕孤独、怕一个人、宁愿把
自己
变
得平庸收起棱角也一定要合群（中略
（《挪威的森林》教会我一
种态度、叫享受孤独。没错、孤独也可以被享受。
（
32（　「経典」：世間に認められる優秀で権威のある著作という意味。流行るかどうかに関係なく、出版してからある程度時間をおいた上で言える評価。正典 カノンの意に近い。
（
33（　
原文：
现
在的年
轻
一代似乎已
经
不太待
见
村上了。有一次偶然和几
个日
语
系的小同学
说
起、除了一个小男生外、居然都没看
过
村上、不
仅
没看
过还评论说过时、着
实
叫我有些吃
惊、虽然我知道村上的作品
在国内一直
卖
得很好。日本似乎也是
类
似的情况、虽然每出新
书
依然
叫座、但是也已
经
是列入学院
经
典研究的范畴、
换
而言之已
经
有了
时
代感的
标签。虽然年年
颁诺奖时
候
还
会
热
上一
阵、但是万年陪跑似乎
是免不了。 （中略（村上作为文艺小资的标签已经被庸俗化符号化了。
（
34（　
原文：文学经典、所以想读。
（
3（
　
原文：村上是我看
过
的第一本日本作家、在看的
过
程中其
实
没有我
想象中的拖沓和堆积
（
3（
　
原文：觉得书中关于性的描写不算露骨、其实是自然而然发生的事、
就如喝水一般正常、不管是出于
爱还
是出于欲望、性都不
应该
被
认为
是龌龊之事。
（
37（　
原文：但
说
到
关
于本
书对
性的描写、可
谓
堪称精妙、着重描写了渡
边
与直子、
绿
子、玲子的部分、都
让
人意
义
深刻。其中的
现实
意味也
让我深思、性与爱本身应当是一体的、如此才能让人感到幸福。
（
38（　
原文：因
为诺奖
的名声很大、而
这
两年村上春
树总
是会被期待
获
得
诺奖。并且村上春树就代表文艺青年的标签。
（
39（　
原文：流行。毕竟是日本文学的经典与标志。
（
40（　
原文：书的贩卖处于稳定期。出版社很抢手。
（
41（　
原文：作
为
一代比八○后更
为
年
轻
的一代、我常在想《挪》的那股
风
到此会不会也就息止了呢？而后的更
为
年
轻
的一代、他
们
的青春、
而立以前、 《挪》真的还会在他们的视界中出现吗？
（
42（　
原文：快餐文化
导
致
现
代人很
难
静下心来品
读
一本
书、即使有也是
追求短
暂
而
频
繁的刺激、希望
剧
情跌宕起伏能不断
给
思想感官
带
来冲
击的。村上的并不符合这种主流趋势。
（
43（　
原文：从我身
边
的年
轻
人可以看到很少有人
读
此
书、不是不流行、
而是现在的阅读环境更多元了。
